
はりここでの畜垂の基軸は広い未利用林野を生かした草地畜産であろう｡これは今日の我国をとりま

く飼料問題,食糧自給問題などからみても,また国土の有効利用の面からみても非常lこ望ましいこと

と思われ,各地域lこ即した開発の遂行か望まれる｡

I.序

居住環境評価における愛着意識

吉 田 晶 子

現代の都会の人々は,住んでいる町lこ対し,どのような思いを抱いているのであろうか｡それは様

々な感情の複雑lこからまったものであるのだろうか,その中で" 愛着 〝の意識とはどのようなものか,

どのようlこ育つのか,さらこ̀,町づくり運動のようなインパク トに対してどのように働くのか｡この

ような点を問題意識とし,東京の住宅地を例として研究を進めた｡このテーマをとりあげたのはまた,

東京か愛着のもてる町であって欲しいという素朴な気持からでもある0

Ⅰ.研究の枠組

本論文では,愛着意識を人間-環境系の脈絡においてとらえていく｡居住環境 と人間の関係を考察

してみると,人間は,環境を認知し,知識を得,行動を通して働きかけている. さらに,知識･行動か

ら環境を評価するというかかわりを持 っている｡その居住環境評価のかなり深層lこ位置する意識の一

つlこ,愛着を感じる意識かあると考えられる｡この関係を1図に示す｡このような愛着意識の実態お

よび形成過程を把握することlこより.人間-環境のかかわL)の方式の一面を解明することは,本研究

1 図 2 図
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のねらいであるか,同時に,愛着の意識か環境への働きかけである行動に与える効果の面も考察して

いく｡特lこ居住環境に直接働きかける町づくり意志lこ基く行動lこ注目する｡

では,愛着意識をとEJまくこれ らの環境 ･知識 巾行動 ･評価はどのようなものであるかを概念枠組

から考察し,愛着意識の形成過程の仮説として提示する｡これを2図lこ示す.仮説lこ従って実態把握

を行うため諏査を実施した｡調査はインタビュー調査を中心にし,後にアンケー トによる大量調査を

行なって分析を加えた｡

丑.愛着意識の地域葦

インタビュー調査より,地域によって異なった型の,愛着意識の類型か得 られたo頬型化は,愛着

意識の形成要因および愛着の強さか異なっていることか らなされる｡類型化に影響する要因は,地域

および個人属性の特性である｡各調査地域で得られた愛着意識形成過程の類型を付す｡

Nl.愛着意識の構造分析

次にこれらの愛着意識の形成要因の作用形態を,アンケ- ト調査の分析という角度か ら試みる｡イ

ンタビュー諏査により,愛着意識の頬型と,それぞれの場合における形成要因の作用形態は確かめら

れているか,それlこ統計的裏づけを与えることlこより,愛着意識の一般形の考察tこ向かうものである｡

分析はクロス集計,数量化 Ⅰ頬を試みたC

この結果言えることは,愛着意識の形成要因としては居住年数が非常lこ重要であるという事である｡

居住年数と関連かあると思われる職業,学歴も重要性は高い｡また,環境満足,近所づきあいの深さ

は予想に反してあまり重要性か高くない｡ これは.東京の環境変化の激しさを物語っているといえよ

う｡愛着を形成するような環境 ･近所づきあいは,ごく局所的lこなっているのであろうと思われる｡

また,町づ くりの意識は愛着とはあまり結びつかないと言える｡強いて言えば,町内という範囲で

の社会的行動lこ,愛着意識か影響することは示された｡

V.愛着意識の形成過程のモデル
仮説 ｡調査 ｡分析をふまえて,愛着意識の形成過程のモデル化を試みよう｡まず形成要因をあげる｡

1 ) 現在の環境-の満足意識

2) 生活行動にとっての利便性

3) 生活行動にとっての快適性

4) 近隣対人関係

5) 居住地についての特徴意識

6) 過去の環境への懐古意識

この背景となっている要因は,

1 ) 地域特性

2 ) 個人属性,家の属性

である｡次に,愛着の強さは,評価意識の局面から考察すると,次のような面かある｡

1 ) 愛着を感じる感覚

2) 居住環境に対する全休評価

3) 居住環境に対する個別評価
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それぞれの局面lこおいてどのような評価を持つかlこより,愛着の強さか異なるとする｡

愛着意識の効果面lこついても,その側面をあげると次のような分類かできる｡

1) 近隣協力意識

2) 地縁組織協力意識

3) 現在の環境への関心

4) 将来の環境への関心

5) 永住意志

ただし,このような町づくり意識と愛着の意識は結びつくと言うことはできない｡その形成過程か別

であるのである｡

Ⅵ.まとめ

結論に変えてまとめれば,このような要因およびその作用形態をとって愛着意識は形成される｡そ

れは町づくり意志のような方向には強く結びつかず,むしろ愛着を持つとほ,慣れ,なじみといった

ような.環境への適応としてとらえられ得ることであると思われる.
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